
令和２年プログラム責任者アンケート
調査結果
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配布対象者 回収数（参考H31） 回収率

987 841（781） 85.2%

＜調査概要＞
対象者：プログラム責任者
調査方法：厚生労働省より自記式質問票を送付、回答後に地方厚生局へ送付。
調査期間：令和２年３月１日～令和２年３月31日

＜回収状況＞

＜回答者の性別＞

令和２年プログラム責任者アンケート調査結果

病院種別 人数（参考H31） 割合

大学病院 114（108） 13.6%

臨床研修病院（基幹型兼協力型） 594（552） 70.6%

臨床研修病院（基幹型） 90（94） 10.7%

無回答 43（27） 5.1%

性別 人数（参考H31） 割合

男性 770（711） 91.6%

女性 37（37） 4.4%

無回答 34（33） 4.0%

＜病院種別＞

＜許可病床数＞
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このアンケート調査結果において、「臨床研修病院」とは「大学
病院以外の臨床研修病院」とする。



プログラム責任者養成講習会の受講
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受講した 受講していない 無回答

第三者による評価及び評価結果の公表の有無



労働基準法に関連する事項のうち、知っている内容（複数回答可）
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勤務県の最低賃金額

断続的業務に該当する宿日直の許可基準

自院の研修医の労働時間

無回答

大学病院 (n=114) 臨床研修病院 (n=684)



変形労働時間制適用状況

日本医療教育プログラム推進機構（ＪＡＭＥＰ）が実施する
「基本的臨床能力評価試験」導入状況
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プライマリ・ケア能力をつけるために重要なこと（複数回答可）
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大学病院 (n=114) 臨床研修病院 (n=684)



プライマリ・ケア能力向上のために、妥当な地域医療研修の期間

大学病院（n=114）、臨床研修病院（n=684）
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現状のプログラムで最大限組む事が可能な地域医療研修の期間

大学病院（n=114）、臨床研修病院（n=684）
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病院のタスク・シフト/シェアの方針
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無回答

大学病院 (n=114) 臨床研修病院 (n=684)



タスク・シフト/シェア可能な業務の研修医への指導方法
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研修医に実施させている

予め決められた期間、当該業務を行うよう指導している

習熟状況を判断して他職種にタスク・シフト/シェア

本人が望めば引き続き当該業務を実施させている

研修医は実施しないよう指導している

特に指導していない

その他

無回答

大学病院 (n=114) 臨床研修病院 (n=684)


